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は じ め に 

 

名勝洗足池公園は、江戸時代から中原街道の景勝地として知られており、景観

や歴史的伝承などを楽しむ憩いの場として親しまれ、池を中心とした風致景観が

優れているとして、平成31年３月に大田区内初となる東京都指定名勝となりま

した。 

区では、大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」に基づき、暮らしを支

え、こころ豊かになるみどりを増やし、つなげることを基本方針として、みどり

の拠点となる公園・緑地づくりを進めてまいりました。 

こうした中、名勝洗足池公園では、都市公園としての整備を促進するととも

に、池の水質改善や桜の維持更新、自然環境の保全など、風致地区を代表する貴

重な景観を継承する取り組みを地域とともに実施してまいりました。また、都市

公園内や千束八幡神社、星頂山妙福寺には、数多くの史跡や歴史的文化遺産が存

在し、公益社団法人洗足風致協会など関係者と連携を図りながら、保存・活用に

取り組んでまいりました。平成31（令和元）年度には、国登録有形文化財であ

る旧清明文庫を全国初の勝海舟記念館として整備し、海舟と大田区との縁を紹介

するとともに、海舟の想いと地域の歴史を伝える拠点となっています。 

こうした取り組みの中、名勝の指定を契機として、地域の区民や関係団体の代

表、学識経験者などからなる洗足池公園保存活用計画策定委員会を立上げ、風致

景観に秀で古くから名所として知られている名勝洗足池公園を文化財の視点から

保存・活用するための指針とする「名勝洗足池公園保存活用計画」を策定しまし

た。 

先人の努力と自然の育みが融合して生まれた「名勝洗足池公園」を将来にわた

って継承するため、行政と区民による地域力はもとより、この地を訪れる多くの

皆様とも力を合わせ取り組んでいけることを願っています。 

 

令和3年６月 

大田区都市基盤整備部 

大田区教育委員会 


